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概要：ソフトウェア保守において，重複バグレポートを探すのに時間と手間を多くかけている場合がある．本論文で

は，ある特定の方法の保守を効率化するための，重複バグレポート検出システムを提案する．提案システムは，レポ
ートの項目ごとの記載内容を Sentence embedding でベクトル化し，その類似度からレポート全体の類似度を計算し，
重複レポートを検出する．Sentence embedding には，レポートの文章でファインチューニングした Sentence BERT を使

用する．  

 

 

1. はじめに   

ソフトウェア保守では，バグレポートでユーザから報告

されたバグを修正する．同じバグが複数回報告されること

もあり，それらのレポートは重複バグレポートと呼ばれる．

新しいバグレポートを受け取ったとき，過去のレポートに

重複レポートがないか調べるが，その調査は時間がかかる

という問題がある．そこで，その問題を抱える組織の，あ

る特定の方法の保守に適した重複バグレポート自動検出シ

ステムを提案するa． 

提案システムは，レポートの項目ごとの記載内容を

Sentence embedding（文の分散表現）でベクトル化し，その

類似度からレポート全体の類似度を計算し，重複レポート

を検出する．Sentence embedding には，レポートの文章で

ファインチューニングした Sentence BERT [1]を使用する．

Sentence BERT (SBERT) [1]は，State-of-the-art の Sentence 

embedding であり，事前学習済みの BERT [2]の出力にプー

リング操作を加えたモデルである．BERT は，Attention メ

カニズムを用いた言語表現モデルである．事前学習により，

文脈理解・文の関係性理解を獲得できる． 

2. 重複バグレポート検出システムの提案 

提案システムの目的は，保守担当者が新規問合せ票の同

一票（同じ問題を扱う問合せ票・故障票）を探す手助けを

することである．システムの入力は新規問合せ票であり，

出力は，既存の問合せ票・故障票を，入力の票との類似度

が高い順に順位付けしたものである． 

まず新規票の表題の項目の記述と内容の項目の記述を

それぞれ SBERT モデルでベクトル化する．そして，新規

票の表題ベクトルと，表題用モデルでベクトル化済みの各

既存票の表題ベクトルの類似度（表題類似度）を計算する．

内容ベクトルについても同様に，新規票と各既存票の内容

ベクトルの類似度（内容類似度）を計算する．各既存票に

ついて，新規票との項目類似度（表題類似度と内容類似度）
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a システムの構成や詳細，他手法との評価を [11] に詳説している． 

から，票全体としての新規票との類似度（票類似度）を計

算する．最後に，票類似度が高い順に既存票を順位付けし

て出力する． 

モデルは，大規模な文章で学習させた後，問合せ票と故

障票の記述で学習させる．既存票の表題の項目の記述を表

題用モデルでベクトル化し表題ベクトルとする．既存問合

せ票は内容の項目の記述，既存故障票は試験環境と詳細内

容の項目の記述を内容用モデルでベクトル化し内容ベクト

ルとする．項目類似度はコサイン類似度で計算する． 

3. 評価 

提案システムと，提案システムの表題用モデルと内容用

モデルを票の記述でファインチューニングしないモデル

（大規模文章でのみ学習させたモデル）に置き換えて構築

したシステムと，ベクトル化に TF-IDF および LDA を用い

るベースラインシステムの性能を評価した結果，提案シス

テムの方が，提案システムの SBERT モデルを票の記述で

ファインチューニングしないものに置き換えたシステムよ

り性能評価値が高かったことから，票の記述でのファイン

チューニングが提案システムの性能に寄与することがわか

った．項目ごとの処理と，レポートでファインチューニン

グした SBERT の組み合わせは，本研究で対象とするレポ

ートにおける重複バグレポート検出には有効であった． 

票は項目ごとに記載内容が異なるので，使われる表現も

異なる．同一票は同じ内容が記載される項目同士で表現が

類似するという考えに基づき，項目ごとに類似度を計算し

たのが有効であったと考えられる．さらに，表題用モデル

と内容用モデルでファインチューニングに使う票の項目を

変えたことで，それぞれに使われる表現を適切にベクトル

化できたと考えられる．また，票によって記入者が異なる

ため，同じ問題でも，表現や説明が多少異なる．同じ原因

の問題でも，ユーザに認識される異常の表れ方がいくらか

異なる場合がある．ファインチューニングした SBERTは，

それらの差異をうまく吸収することができたと考えられる． 
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4. 関連研究 

4.1 重複バグレポート検出の研究 

提案システムと同じように，バグレポートの複数の項目

の文章について項目を考慮してベクトル化し，その類似度

から重複を判断する重複バグレポート検出手法を紹介する．

Rodrigues らは，バグレポートの断定的な要素（製品情報や

優先度など）と文章部分それぞれをベクトル化して統合し，

重複の確率を出力する手法を提案した[3]．比較対象のレポ

ートによってベクトルが変わる点が，レポートの文章のベ

クトル化における提案手法との大きな違いである．

Deshmukh らは，バグレポートの断定的な要素と要旨と説

明をそれぞれ別のモデルで符号化し，各符号を連結してレ

ポートのベクトルとし，類似度から重複を判断する手法を

提案した[4]．Deshmukh らの手法では要旨を bi-LSTM，説

明を CNN でベクトル化するのに対し，提案システムでは

長距離依存性の学習が可能な Attentive neural network でベ

クトル化するので，提案システムでのベクトル化の方が，

より文脈を反映したベクトルを作成できると考えられる． 

提案システムと同じように，バグレポートをベクトル化

してその類似度から重複を判断するが，バグレポートの 1

つの項目の文章のみをベクトル化する，あるいは複数の項

目の文章について項目を考慮せずベクトル化する重複バグ

レポート検出手法を紹介する．Kukkar らは，バグレポート

の文章を CNN でベクトル化し，その類似度から重複を判

断する手法を提案した [5]．Xiao らは，Heterogeneous 

information network でバグレポートを表し，レポートとそ

の断定的な要素のノードをベクトル化したものと，レポー

トの要旨の記述を RNN でベクトル化したものを統合し，

その類似度から重複を判断する手法を提案した[6]．Akilan

らは，バグレポートをトピックモデリングによってクラス

タリングし，比較するレポートを絞ってから，レポートの

文章のベクトルの類似度で重複を判断することで，高速な

検出を実現する手法を提案した[7]．Sehra らは，バグレポ

ートの文章を 4 つの Embedding を用いて 4 種類にベクトル

化し，4 種類のベクトルそれぞれの類似度から 1 つの類似

度を計算して重複を判断する手法を提案した[8]． 

4.2 BERTのバグレポートへの適用事例 

ドメイン知識でファインチューニングすることで，BERT

はドメイン固有の表現も適切に処理できるので，ソフトウ

ェア開発・保守に関係する文書を，BERT を用いて分析す

る研究が盛んにおこなわれている．その中で，BERT でバ

グレポートを分析する研究を紹介する．Ardimento らは，

バグレポートの文章を，出力層として分類器を付け加えた

BERT に入力し，そのバグの修正にかかる時間が長いか短

いか予測する手法を提案した[9]．Hirakawa らは，OSS を組

み合わせて構築されたシステムのバグレポートについて，

レポートの文章を，出力層として分類器を付け加えた

BERT に入力し，どの OSS のバグかでレポートを分類する

手法を提案した[10]．筆者が知る限りでは，本研究は BERT

を用いて重複バグレポート検出を行う初の研究である． 

5. おわりに 

本論文では，ある特定の保守のための重複バグレポート

検出システムを提案した．今後，項目ごとに処理し他のベ

クトル化手法を用いるシステムと，項目を考慮せずレポー

トの文章でファインチューニングした SBERT を用いるシ

ステムとも性能比較を行うことが課題である．また，提案

システムでの重複バグレポート検出の手法を一般化するこ

とで，本研究で扱う保守とは異なる方法の保守が行われて

いる製品のバグレポートへの手法の適用が期待できる．そ

して一般化した手法を，重複バグレポート検出の

State-of-the-art の手法と性能比較したい．さらに，製品の構

造を考慮することで，性能向上が期待できる． 
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